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初
出
『
ボ
ル
テ
・
チ
ノ 

日
本
の
心
』
第
８
号 

２
０
１
１
年
９
月

『
日
本
の
言
霊
が
、
地
球
を
救
う
』
所
収

日
本
の
言こ

と
だ
ま霊

が  

世
界
を
救
う

３
・
11 
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

こ
れ
で
い
い
の
か　

日
本 

─
─

世
界
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
投
げ
込
ま
れ
た

３
・
11 

直
後
の
山
波
言
太
郎
の
論
文
を
再
掲
載
し
ま
す



5

目
次第

一
章　

パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
残
さ
れ
た
一
つ
の
希
望
と
は
何
か

一
、〈
序
〉
３
・
11
大
震
災
は
天
罰
で
あ
る

二
、
実
母
の
子
殺
し
が
殖
え
る
、
世
は
末
か
？

三
、
世
界
に
開
い
た
撫
子
の
花
、
残
さ
れ
た
希
望

四
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
底
に
残
っ
た
一
つ
の
も
の
、〝
希
望
〟
と
は
何
だ
ろ
う

第
二
章　

３
・
11
は
人
類
文
明
転
換
の
信
号
塔

一
、
人
類
は
二
つ
目
の
火
を
自
分
で
創
っ
た
、
あ
あ
、
災
い
の
日
よ

二
、
誰
が
作
っ
た
？　

第
三
の
爆
心
地
化
〈
日
本
列
島
〉、
明
日
の
運
命
を

三
、 

あ
な
た
は
百
万
年
後
の
世
界
に
責
任
も
て
る
か
？

　
　

そ
れ
な
ら
今
決
死
の
愛
に
生
き
よ
う

四
、
清
貧
に
生
き
よ
、
無
限
供
給
は
人
の
愛
が
生
む

第
三
章　

日
本
の
言こ

と
だ
ま霊
が
、
世
界
の
危
機
を
救
う

一
、
古
い
人
、
古
い
書
を
、
見み

縊く
び

る
勿
れ

二
、
神
軍
兵
法
、
日
本
国
憲
法
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
は
三
位
一
体

　
　
　
　
〈
結
語
〉    

鎌
倉
か
ら
、
奇
蹟
が
起
こ
る
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第
一
章　

パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
残
さ
れ
た
一
つ
の
希
望
と
は
何
か

一
、〈
序
〉
３
・
11
大
震
災
は
天
罰
で
あ
る

　

石
原
都
知
事
が
「
３
・
11
大
震
災
は
天
罰
で
あ
る
」、
そ
う
一
言
で
切
り
捨
て
、
た
だ
翌
日
は
謝
罪
し
ま
し
た

が
、
あ
れ
は
真
実
で
す
。
そ
の
真
意
は
〝
戦
後
日
本
人
の
我
欲
・
自
己
中
の
生
き
方
〟
が
神
の
怒
り
を
受
け
て

大
震
災
と
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
天
罰
は
新
生
日
本
の
た
め
に
は
自
戒
と
脱
皮
、
立
ち
上
が
り
の
た
め
の
ス
テ
ッ

プ
台
と
い
う
こ
と
。（
被
災
者
は
そ
の
意
味
で
は
犠
牲
者
の
意
味
合
い
を
も
つ
）。

　

愛
国
者
（
保
守
派
）
の
石
原
氏
に
は
、
国
の
安
全
・
自
立
・
発
展
を
考
え
よ
う
と
し
な
い
日
本
人
の
野
放
図

さ
が
許
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
保
守
派
だ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
原
発
を
否
定
し
な
い
。
む
し
ろ
「
日

本
は
核
武
装
を
す
べ
し
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
保
守
系
（
愛
国
者
の
方
々
）
の
姿
勢
が
今
度
の
３
・
11

大
震
災
で
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
。
渡
部
昇
一
氏
、
櫻
井
よ
し
こ
氏
、
田
母
神
俊
雄
氏
ら
は
も
と
よ
り
、
西
尾
幹

二
氏
な
ど
は
大
震
災
は
自
前
の
核
装
備
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
し
て
い
る
、（
注
、
西
尾
氏
は
脱
原
発
宣
言
、
但
し

核
装
備
で
す
）。
愛
国
者
の
愛
国
と
は
経
済
力
（
原
発
容
認
）
と
武
力
（
核
装
備
容
認
）
な
の
だ
。
何
だ
！　

こ
れ

で
は
石
原
氏
が
唾
棄
し
た
戦
後
日
本
人
の
我
欲
の
野
放
図
さ
と
五
十
歩
百
歩
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
お
金

（
力
ち
か
ら
）
を
自
分
の
た
め
だ
け
に
使
う
か
、
力

ち
か
ら
（
経
済
力
・
武
力
）
を
お
国
の
自
立
発
展
の
た
め
に
使
う
か
の
違
い
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な
の
だ
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
、国
の
た
め
に
使
う
愛
国
は
自
己
中
・
我
欲
と
は
無
縁
、尊
い
こ
と
で
す
。
だ
が
、力

ち
か
ら（

お

金
や
武
力
）
が
国
家
を
、
自
己
を
守
る
と
い
う
姿
勢
は
同
じ
穴
の
狢
む
じ
な

で
す
。
行
く
行
く
は
自
堕
落
に
な
り
身
を

滅
ぼ
す
、
国
を
滅
ぼ
す
。
石
原
氏
が
自
分
で
一
言
で
切
り
捨
て
た
「
天
罰
」
を
ま
た
必
ず
受
け
る
。

二
、
実
母
の
子
殺
し
が
殖
え
る
、
世
は
末
か
？

　

戦
後
日
本
人
の
我
欲
・
自
己
中
が
大
震
災
と
い
う
天
罰
を
招
く
、
こ
れ
は
一
見
暴
論
で
す
が
、
私
達
は
も
う

一
つ
の
大
震
災（
天
罰
）に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
は
戦
後
は
じ
ま
っ
た
実
母
の
子
殺
し（
虐
待
）

と
い
う
、
子
供
達
に
と
っ
て
の
大
震
災
、
そ
し
て
女
性
が
母
性
愛
を
失
う
と
い
う
人
間
に
と
っ
て
の
天
罰
で
す
。

　

昨
年
（
２
０
１
０
年
度
中
）
に
全
国
の
児
童
相
談
所
が
取
り
扱
っ
た
児
童
虐
待
の
件
数
は
５
万
５
１
５
２
件
と
か
。

こ
の
20
年
間
で
50
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
何
と
い
う
こ
と
、
虐
待
者
の
ほ
ぼ
60
パ
ー
セ
ン
ト
が
実
母
な

の
で
す
。
中
に
は
実
母
が
実
子
を
踏
み
殺
し
、
飢
え
た
ま
ま
放
置
。
鬼
で
す
、
母
で
な
く
、
鬼
の
手
に
あ
ず
け

ら
れ
た
（
産
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
子
供
達
の
運
命
は
ま
さ
に
３
・
11
大
震
災
に
勝ま
さ

る
大
天
災
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
そ
の
末
路
は
必
ず
亡
国
の
、
天
罰
で
す
。

　

戦
前
、（
私
の
25
年
間
の
体
験
か
ら
も
）、
実
母
の
子
供
虐
待
な
ど
絶
無
、
考
え
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
な
い
こ
と
。

ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も
、
地
を
這
い
つ
く
ば
っ
て
も
、
自
分
が
食
わ
な
く
て
も
子
供
に
だ
け
は
食
わ
せ
た
、
母
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の
愛
が
健
在
だ
っ
た
。
も
し
、
子
供
苛
め
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
継ま

ま

子こ

苛
め
（
継
母
の
子
供
虐
待
）、
こ
の

外
に
天
と
地
の
間
に
母
の
児
童
虐
待
な
ど
無
し
。
ま
し
て
実
母
の
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）、
ま
し
て
や
身
体

的
虐
待
（
投
げ
殺
し
、
叩
い
て
殺
し
）
な
ど
。
こ
れ
は
動
物
さ
え
も
し
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
動
物
も
産
ん
だ
子

供
は
、
自
立
す
る
ま
で
は
本
能
と
し
て
育
て
ま
す
。
こ
の
動
物
本
能
さ
え
も
失
っ
た
の
が
戦
後
日
本
で
す
。

　

新
聞
に
よ
る
と
、
３
・
11
以
後
、
首
都
圏
の
母
親
達
の
子
育
て
ス
ト
レ
ス
が
急
増
し
た
そ
う
で
す
。「
将
来
う

ま
く
育
つ
か
心
配
」、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
〈
放
射
能
汚
染
〉
が
あ
る
か
ら
。
た
だ
、
そ
れ
だ
か
ら
「
子
供
が
わ

ず
ら
わ
し
く
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
」
が
70
パ
ー
セ
ン
ト
超
。
こ
れ
は
母
親
の
ウ
ツ
化
（
ス
ト
レ
ス
化
）
で
す
。

動
物
は
外
敵
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
決
し
て
ウ
ツ
化
は
し
な
い
、
身
を
挺
し
て
守
る
。
母
親
の
ウ
ツ
に
な
る

原
因
は
、
３
・
11
後
子
供
の
「
甘
え
が
増
え
た
」
で
す
。
甘
え
る
子
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
、
母
は
イ
ラ
イ
ラ

が
増
す
ば
か
り
。
な
ぜ
甘
え
る
か
、そ
れ
は
子
供
の
ス
ト
レ
ス
増
で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
甘
え
て
し
ま
う
。

子
供
の
せ
い
で
は
な
い
、
３
・
11
天
災
・
人
災
の
せ
い
？　

い
い
え
、
母
親
が
愛
を
失
っ
た
か
ら
、
子
は
愛
を
（
母

乳
を
、
抱
っ
こ
を
、
抱
擁
を
お
ね
だ
り
し
て
）
甘
え
る
わ
け
で
す
。
甘
え
る
子
に
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
て
イ

ラ
イ
ラ
す
る
母
は
、
自
己
が
愛
を
喪
失
さ
せ
て
い
る
原
因
に
決
し
て
気
付
か
な
い
。

　

幼
児
期
に
愛
さ
れ
た
子
が
、
長
じ
て
愛
を
知
る
大
人
（
他
を
愛
す
る
こ
と
の
出
来
る
器
を
も
つ
人
）
と
成
る
。

こ
れ
は
動
物
の
鉄
則
、
ま
し
て
人
類
進
化
の
た
め
に
不
可
欠
の
レ
ー
ル
。
こ
の
レ
ー
ル
を
戦
後
の
日
本
人
は
喪

失
し
た
。
な
ぜ
？　

離
婚
、
母
子
家
庭
、
こ
れ
の
増
加
。
最
近
は
生
活
保
護
を
受
け
る
母
子
家
庭
の
保
護
費
を

ね
ら
っ
て
男
が
群
が
る
。
母
は
男
と
遊
び
ま
わ
り
、育
児
を
ネ
グ
レ
ク
ト
す
る
。
同
居
す
れ
ば
当
然
ま
ま
子
虐
待
、
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母
が
見
て
見
ぬ
フ
リ
を
す
る
。

　

な
ぜ
離
婚
が
殖
え
る
の
か
？　

戦
前
、
女
は
一
度
嫁
し
た
ら
、
二
度
と
実
家
の
門
を
く
ぐ
ら
な
い
覚
悟
が
あ
っ

た
。
今
は
、
離
婚
が
面
白
お
か
し
く
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。
不
倫
、
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
は
当
た
り
前
。
政
府
が
人

権
尊
重
と
や
ら
で
、
私
達
の
税
金
を
バ
ラ
ま
い
て
離
婚
を
助
長
し
て
い
る
。

　

何
で
も
金か
ね

で
す
ま
そ
う
、
人
間
に
一
番
大
切
な
愛
が
失
わ
れ
よ
う
と
、
動
物
以
下
の
ケ
ダ
モ
ノ
に
人
が
成
り

下
が
ろ
う
と
、
国
の
危
機
、
天
災
（
天
罰
）
を
産
も
う
と
も
、
全
く
不
感
症
。

　

地
上
に
愛
が
無
け
れ
ば
、
世
は
闇
。
戦
争
と
犯
罪
と
饑
餓
が
大
き
な
口
を
開
く
だ
け
。
愛
を
産
む
源
泉
は
母
。

こ
れ
は
動
物
さ
え
も
本
能
と
し
て
持
た
さ
れ
て
い
る
。
ま
し
て
、
人
は
愛
を
育
て
る
も
の
、
日
に
日
に
助
長
さ

れ
れ
ば
、
世
は
愛
溢
れ
る
別
の
良
い
世
界
に
も
変
わ
れ
る
。
女
性
は
子
を
産
む
、
男
に
出
来
な
い
役
目
。
身
二

つ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
の
半
身
を
地
上
に
顕
出
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
神か
み
わ
ざ業
。
そ
こ
に
い
る
子
供

が
自
分
の
半
身
な
ら
ば
、
誰
が
自
己
を
愛
さ
な
い
者
が
い
よ
う
、
自
分
の
身
を
削
っ
て
も
、
目
の
前
の
半
身
（
自

己
）
を
い
と
お
し
ん
で
育
て
る
。
こ
れ
が
愛
で
す
。
愛
の
源
泉
が
、
女
性
が
苦
し
い
出
産
の
見
返
り
に
、
い
わ

ば
神
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
地
上
の
愛
は
女
性
、
母
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
育
て
ら
れ

た
子
供
た
ち
（
半
分
が
男
性
）
に
も
、
愛
を
知
る
と
い
う
形
で
植
え
付
け
ら
れ
、
地
上
に
愛
が
広
が
り
ま
す
。

　

女
性
は
（
母
に
な
っ
た
女
は
）、
地
上
の
愛
の
門
、
い
わ
ば
神
が
女
を
通
し
て
愛
を
地
に
撒
い
て
お
ら
れ
る
姿
。

　

だ
か
ら
、「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
壮
挙
は
素
晴
ら
し
い
。
日
本
女
性
な
ら
で
は
の
決
死
の
愛
の
形
を
、
奇

跡
の
逆
転
勝
利
で
、
見
せ
て
く
れ
た
。




